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 すべてもろこし人は、かゝる事は一ヒトもじといへどもみだりにはかゝぬを、御国人は、物かくすべしらず、内ウチ外トのわきまへなくて、たゞかのくにぶみにつねいふ詞にならひて、そのまゝにしるす故に、ひがことのみして、みづから皇国のくらゐをおとすことおほきぞかし。次にかの應永廾六年七月に、勝定院義持公大ノ　将軍の、明ミンノ国の使に仰オホせし御書は、征夷大将軍某、元容西堂ニ告　ク、… 
 
 さて此蒙古が書のおもむき、いみしくゐやなしとて、御ミ答コタヘなくして、又かゝること申　シて参らんには、かならず命イノチいけてはかへさじ、此よしたしかに汝が王にかたれといひて、おひかへされき。かくてまかりかへりて、かむのくだ上件りかたりければ、其王いたく怒　リて、軍をおこし、御國をおかし奉らんとぞ思ひかまへける。… 
 
 物おくり給ふこともなく、まして御書をもつかはさゞるに、かしこよりは、事をとゝのヘて、二度まで使を奉れりしは、うはべにこそかなたへの封貢といへれ、まことはかしこよりしたがひ参りて、こなたへ朝貢せる也。されば此度の事は、いみしき明王が恥と、かの國人もみなしりながら、皇國をえもいはずおそれゐたりし故に、いかさまにしても、事をしづめんと思ふから、やむことをえざりし也。… 
 
 そも〳〵この豊國　ノ神の、てうせんの国をうち征給ひしは、 
 後陽成天皇の御世にして、文禄元年より事始まりき。その程ははやく関白のつかさ職をば、秀次　ノ君にゆづり聞え給ひて、大閤となん申　シける。御ミみづからは肥前　ノ国松浦　ノ郡なる、那護屋ナゴヤの御ミ営イホリにまし〳〵て、備前　ノ宰相秀家　ノ卿を、すべてのいくさの君とし、加藤主計頭清正小西摂津守行長をさきて先鋒として、その外あまたの大名たち、おびたゞしき御ミ軍イクサおしわたりて、たやすくかの国王をばおひおとして、その國をのこりすくなくうちとり、又もろこしの国より、あまた軍を出し、度〻をさ酋をかへなどして、とかくすく救ひしにも、戦ふたびごとに御ミ軍のみかちて、いと〳〵いみしき御いきほひなりけることは、皇国の書にも、朝鮮もろこしの書どもにも、つぶさにしるせるがごとし。此時明ミンの国は、神宗といふ王が世にて、萬暦廾年といふ年の事なりしに、御国の軍けふ旦あす夕ありなれがは鴨緑江を渡りて、よせく来といひて、その王も官人ツカサビトどもゝ、いみしくおぢをのゝきつゝ、いかさまにせん計不知所出とぞあはて周章あへりける。朝鮮王は平壌といふ所へにげのきしを、そこにもえあらず、またにげて、義州といふところにゐたりしがもとへ、小西　ノ行長のもとよりいひつかはしける書にいはく、日本大明與ト千戈ヲ動　ス。是　レ九牛　ノ一毛、大海　ノ一栗也ナリ。然しかリト雖、國命ニ違たがひ難キヲ以　もテ、朝鮮ニ路ヲ借ラント要　ス。吾國一統以来、國富民豊　　ナリ。國ヲ奪フニ望無のぞみなク、又財ヲ掠ルニ意無こゝろなし。只以　もテ怨ヲ復セント欲ス也。… 
 
 すべて古　ヘも今も、学問せる人は、もろこしの書をのみ見なれたる故に、みだりにかの国をのみたふとき物に思ひて、わが御国の猶はるかに尊タフトきことをば思はず、たゞかれにしたがひをる国〻とひとしなみに、ひがこゝろえすること、みな此承兌がたぐひにて、かならず君の御心をもまどはし奉り、又かゝるひが心なる人どもの、あだし国のふみのつたへをつかさどるから、其御いきほひをも、皇国のひかりをもおとすあやまちはいでくるぞかし。かくて沈惟敬、楊方亨とかたらひて、国にまかりかへりては、かく事のやぶれぬることをばかく隱して、たゞ関白いみしく悦び給ひしよしいひ、又王に贈り給へる物といひて、おのがえ得つる物どもをとりあつめ、つくりまうけてさゝ献げなど、猶よろづにいつはりどもしありきけるを、かの国人どもゝ、みなしりてわらひけれど、王と石星とは、なほえさとらで、まことゝのみ思ひゐけるこそ、あさましうをこなりけれ。又大閤御答コタヘの書をも、おのれよさまに作りいでゝ、見せけるに、其書まことのにあらぬさま、しるかりけるによりてなん、はじめよりのいつはりも、みなあらはれにける。そも〳〵此大閤の、かく朝鮮をうち給はんことを、おぼし立ける始めを尋ぬるに、… 
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 「我々は植民地をまったく失ひ、いまや現地人たちは彼ら自身の国を建国しつゝある――」と、そのイギリス人は目のまへにゐるひとりの日本人に言った。 
 　そしてその日本人の眼底でさゝくれてゐたパインの床に革靴の踵を刻む。 
 「これはつひ先年までは、全然考へてみることさへできぬことであった。しかし、それがいまや現実だ」 
 　昭和二十二年の三月、このふたりはクアラルンプール市街にある白亜の一室で打っては止める力碁さながらの問答に打ち込んでゐた。イギリス人の方は「質問するのは私。あなたは私の質問に答へる」と勝てば官軍を笠に着て専らこの一本調子だ。彼は英連邦公安の捜査局長であり、新雪のやうにまぶしいシャツの袖をたくし上げてゐる。衿には都雅なタイを巻きつけてゐたし、その顔は殻を剥いたゆで卵みたいに艶々してゐた。かたや日本人の方はこの捜査局長に査問を受けてゐたのであって、外地での留置と連日の厳しい尋問のせゐで草臥れてゐた。彼は実際マレイ人のメイドに物置に放り込まれたモップになったやうな心持であった。目の前に立ってゐるイギリス人とは対照的で、朝の洗顔もさせてもらへないし、着たきり雀だった。しかし今ヴェランダに鎮座した赤道の斜陽はその歴然たる勝者と敗者との差を絵画のやうにいっそう際立たせてゐるだらうか？ 私たちはどうやら、そのやうな象徴主義の芸術に逢着したのではないやうだ。特に次に続く「栄へある成功」といふ言葉が、それをもはや疑ひのないものにした。 
 「つまり開戦以来のこの地における貴官の工作はまことに栄光ある、えゝさうですとも、実に栄へある成功でした。実際、戦時中はこの部屋は貴官らの活動の調査のための資料でいっぱいになったものです！」 
 　さう言って彼は急に立ち止まり机を撫でるやうにして手を広げてみせた。かれこれ尋問が開始されてから二時間ばかりが経過してゐた。それはもはや査問といふよりも、彼が抱いてゐた心からの疑問、その解答を求める彼自身の渇きを、何としても潤さんと欲する切なる訴へへと変はってゐた。 
 「だから今までの私の尋問に対する御回答が悉皆誠実なものであることが私にはよくわかります。いゝえ、だからこそ私はいよいよ腑に落ちないのです。なんとなれば貴官は一般将校であり、この種の諜報工作の訓練を全然受けたことがないと仰る。それに現地のことばも解さない。では、この地域に特別なコネクションをお待ちだったかと訊けば、それもまったくお持ちでなく、戦場に来てからそれらを築いたと言はれる。しかしそのやうな回答でこの大成功をどうして得心しろといふのです？」 
 　実際その納得のゆく回答を得るために彼はフジハラ少佐を査問したのだった。少佐もさう彼に問はれて初めて「たしかにそれはもっともな疑問であらう」と考へた。 
 　事の発端は一通の電信であった。 
 





神代正語
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 《やまたをろちのくだり》 
 
 故カレはやすさのをの命ミコトは．出イヅ雲　モノ國クニの肥ヒの川上カハカミなる．鳥髪トリカミの地トコロに降クダりましき．此　コノ時トキ其　ソノ川カハより．箸流ハシナガれくだ下りき．こゝに はやすさのをの命．其　ソノ川上カハカミに人在ヒトアリけりとおもほして．まぎ覓のぼ上りいで往ましゝかば．老夫オキナと老女オミナと二人フタリありて．童女ヲトメを中ナカにすゑてなく泣なり．かれ故いまし汝たちはたれぞとと問ひ給タマへば．其　ソノ老夫オキナ．あ吾は國クニつ神カミ．大山オホヤマ津ツ見　ミノ神カミの子コなり．吾あが名ナは足アシ名ナ椎ヅチ．妻メが名ナは手テ名ナ椎ヅチ．むすめ女が名ナは櫛クシ名ナ田ダ比賣ヒメとまを白す．又マタいまし汝の泣ナクゆゑはなに何ぞと問トヒたまへば．あ吾がむすめ女はもとより自本八をとめ稚女ありき．こゝに髙志コシの八ヤ俣マタ遠呂智ヲロチなも．年トシごとに来キてくふ喫なる．今イマそれ其来ぬべき時トキなるが故ユヱになく泣とまを白す．其　ソノ形カタチはいかさま奈何にかととひ問給タマへば．それが目メはあか赤かゞち酸醤なし如て．身ミ一ヒトつに．かしら頭八ヤつ尾ヲ八ヤつあり．又マタ其　ソノ身ミに．こけ苔また檜ヒノキ 椙スギおひ．其　ソノ長ナガさ．谷タニ八ヤたに谷尾ヲやを八尾をわた度りて．其　ソノ腹ハラを見みれば．こと悉〴〵にいつ常も血チあえたゞ爛れたりとまを白す．故カレ速ハヤ須佐之スサノ男　ヲノ命ミコト．そのおきな老夫に．これ此いまし汝の女ムスメならば吾アレにたて奉まつ奉らむやとのり給タマふに．かしこ恐けれど．御名ミナをしらずとまを白せば．あ吾は天アマ照テラス大オホ御ミ神カミのいろせ兄なり．故カレ今イマ天アメより降クダり坐マシつとこた答へ給タマひき．こゝに足アシ名ナ椎ヅチ手テ名ナ椎ヅチノ神カミ．しかまさ然坐ばかしこ恐し．たてまつ奉らむとまを白しき．かれ故速ハヤ須佐之スサノ男　ヲノ命ミコト．すなはちその童女ヲトメを．ゆつゝま湯津〻間くし櫛にとりなし取成て．御ミみづら髻にさゝ刺して．其　ソノ足アシ名ナ椎ヅチ 手テ名ナ椎ヅチノ神カミにのりたまはく．いまし汝ども八ヤしほをりの酒サケをかみ醸．又マタ垣カキを造ツクりもとほ回し．其　ソノ垣カキに八つの門カドをつくり．門カドごとに．八ヤつのさずき假庭をゆひ結．其　ソノさずき假庭ごとに．酒サカぶね槽をおきて．ふね槽ごとに．其　ソノやしほをりの酒サケをもり盛て．まち待てよ とのり給タマひき．故カレのりたまへるまゝにして．かくま設けそな備へてま待つ時トキに．かの やまたをろち八俣大蛇．まこと信にい言ひしがごと如来キつ．すなはちふね槽ごとにおの各も〳〵かしら頭をた垂れて．其　ソノ酒サケをのみ飲き．こゝにのみゑひ飲酔て．みな皆ふ伏しね寐たり．すなはち速ハヤ須佐之スサノ男　ヲノ命ミコト．そのみはか御佩しの十ト拳ツカ劔ツルギをぬきて．其　ソノをろち大蛇をきりはふ斬散り給タマひしかば．肥　ヒノ川カハ血チになり變て流ナガれき．故カレその中ナカの尾ヲをきり給タマふ時トキ．御ミはかし刀のは刃かけ毀き．あや怪しとおもほして．みはか御刀しのさき鋒もち以て．さしさき刺割てみそ見なはしゝかば．つむかりの大刀タチあり．故カレ 此　コノ大刀タチをとら取して．あや奇しき物モノぞとおもほして．天アマ照テラス大オホ御ミ神カミにまを白しあげ上給タマひき．こ此は草クサなぎ薙の大刀タチなり． 
 





大祓詞後釈
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 …そも〳〵禍津日　ノ神は、世　ノ中の凶事マガコトを生ナし行ふ神なるに、是は罪穢をはらひ滅ホロボす始　メなれば、生ナると滅ると、表裏ウラウヘの違ひなるが如くなれども、これぞ祓の主意ムネにて、深き理　リある事なりける。そはまづ祓を行ひて、罪穢を清め流すは、よみの國の穢より起れる、禍津日の凶事マガコトを、…此瀬織津姫云〻より次〻は、祓の主ムネとあるところなれば、なほざりに見過　グすべからず、殊に心をとゞめて、深く味ふべき也。… 
 
 …すべて彼　ノ時の事どもは、皇祖神の詔命によれることなし。皆八百萬　ノ神の會集て、相議りてなしたる事也。古事記 書紀を見て知べし。… 
 
 …さてこゝの文、かく同じさまなることを、重ねつゞけて、長〻しくいへる、殊にめでたく、上つ代の文にて、さらに後世人の、かけても及ばぬさまにて、いともく雅たり。これらをよく味ひて、古文のみやびやかなるほどを、さとるべし。古今集に、わたつみの、おきつしほあひに、うかぶ妹の… 
 





國號考
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 　　　日ニ本ホム　比能母登ヒノモトといふ事をも附いふ 
 
 日ニ本ホムとは、もとより比能母登ヒノモトといふ號ナの有しを書カケる文字にはあらず。異アダシ國クニへ示シメさむために、ことさらに建タテられたる號なり。公式令　ノ詔書式に、明神御宇大八洲天皇詔旨とあるをば、義解に、朝廷ノ大事ニ用ル之辞　ナリ也といひ、明神御宇日本天皇詔旨とあるをば、大事ヲ以テ蕃　ノ國ノ使ニ宣ル之辞　ナリ也、といへるをもて知べし。さて此號を建タテられたるは、いづれの御代ぞといふに、まづ古事記に此號見えず、又書紀皇極天皇の御巻までに、夜麻登ヤマトといふに日本とかゝれたるは、後に此紀を撰エラばれし時に、改められたる物にして、そのかみの文字にはあらざるを、孝德天皇即位、大化元年秋七月丁卯ノ朔丙子、髙麗百濟新羅並ミナ使ヲ遣シテ調ミツギヲ進ル云〻。巨コ勢 セノ徳大　ノ臣高麗　ノ使ニ詔テ曰ク、明神アキツミカミト日ニ本ホム御宇シロシメス天皇スメラガ詔旨オホミコトラマノリタマフ云〻。又百濟　ノ使ニ詔テ曰ク、明神御宇日本天皇詔旨云〻と見えたる、これぞ新アラタに日ニ本ホムといふ号を建タテて、示シメしたまへるはじめなりける。故カレさき〴〵の詔のさまとは異コトになむありける。また同二年二月甲午ノ朔戊申、天皇宮ノ東　ノ門ニ幸テ、蘇ソ我 ガノ右　ノ大臣オホオミニ詔曰オホミコトシテ使シメタマハク、明アキツ神カミト日ニ本ホム御宇シロシメス倭ヤマト根子ネコ天皇スメラガ詔オホミコトラマト集侍ウゴナハリハムベル卿等マヘツギミタチ 臣連オミムラジ 國造クニノミヤツコ 伴造トモノミヤツコ及諸百姓アメノシタノオホミタカラニノリタマフ云〻、これは異アダシ国クニ人ビトに示す詔にはあらざれども、此號を建られて、始めたる詔なるが故に、かく宣ノリて、皇朝スメラミカドの人どもにも、新號アタラシキナを示したまへるなり。もし然らざれば、日本倭根子と、倭ヤマトへ重カサねて宣ノリたまへるは、やまと〳〵と、同じことのいたづらに重カサなるにあらずや。かゝればこの日ニ本ホムといふ号は、孝徳天皇の御世、大化元年にはじめて建られたることいちじるし。然るを世ゝの識者モノシリビトども、かの文をよく考へざる故に、何イヅれの御代より始まりしとも、えしらざるなり。すべて此孝徳の御世には、年號ミヨノナなども始まり、その外も新アラタに定められつる事ども多かれば、此号の出来しも、いよゝ由有ておぼゆるなり。さてこれをもろこしの書どもと引合せて験コヽルムるに、隋の代までは倭とのみいへるを、唐にいたりて、始めて日本といふことは見えたり。新唐書に、日本ハ古　ヘノ倭奴國也　ナリ云〻。咸亨元年使ヲ遣ハシテ高麗ヲ平ことむけルコトヲ賀ス。後稍ヤヽ夏音ヲ習ヒ、倭　ノ名ヲ悪ミテ更ニ日本ト號ス。使者自ラ國日ノ出ル所ニ近シ以テ名ト為スト言フ。或ハ日本ハ乃小國ナリ、爲倭所并、故ニ其號ヲ冒スト云フ。使者情マコトヲ不以もテセざル故ニ疑　ハシ焉といへり舊唐書には、倭と日本とを別コトに挙アゲて、日本國ハ倭國　ノ之別種　ナリ也。其國日ノ邊ニ在ルヲ以テノ故ニ日本ヲ以テ名ト為ス。或ハ下倭國自ラ其ノ名ノ不雅みやびナラざルヲ改テ日本ト為スト曰フ。或ハ日本ハ舊モトハ小國ナリ、倭國　ノ之地ヲ併スト曰フといへり。これらを見るに、此号ナの出来ていまだいくほどもあらさりしころなる故に、彼　ノ國にては、いまださだかには知らざりしなり。大化元年は、唐　ノ太宗が世、貞観十九年にあたれるを、かの咸亨元年は、その子高宗が世にて、天智天皇の九年にあたれば、廾五年後なり。その間アヒダにも往来ユキヽは有　リつれども、なほかの国へは、もとのまゝにて御ミ言コトは通カヨはされて、日本といふ新号アタラシキナの建タチしことは、たゞ此方コヽの人のわたくしに語カタれるなどを、かつ〴〵聞るばかりにぞ有けむ。さて後文武天皇の御代に、粟田　ノ朝臣真マ人ビトを大御使につかはしゝをりよりぞ、かの国へも正マサしく日本とはなのられける。此朝臣かしこにまかり着ツキたりし時に、いづれの国の御使ぞととはれて、日本国の使なりと名のりしこと、続紀に見え、又かの舊唐書にもさき〴〵の往来ユキヽのことをば、みな倭国といふ方にしるして、日本国といふ方には、此真マ人ビトノ朝臣のまかりけるを始めとしてしるしたり。此時かの国は武后が世なりき。故カレ或説に此号を、唐　ノ武后が時にかの国よりつけたるごとくにいへるは、ひが事ながら此由なり。さて又三韓の使には、大化元年にすなはち宣ノリ知らせたまひしこと、上に書紀を引ていへるがごとくなるを、その国の東國通鑑といふ書に、新羅の文武王十年のところに、倭國更メテ日本ト號ス。自ラ日ノ出ル所ニ近シ以テ名ト為スト言フといへるは、唐の咸亨元年にあたりて、年も文も同じければ、かの唐書をとりて書たる物にて、論にたらず。すべて東國通鑑は、かくさまのうけがたき事のみぞおほかる。 
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